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今
昔
物
語
集
の
「
誘
」
　
　
　
　
　
―
語
義
返
還
の
方
向
に
つ
い
て
―
山
口
康
子
一
、
今
昔
物
語
集
の
「
誘
」
の
訓
み
二
、
今
昔
物
語
集
の
「
誘
」
の
分
布
三
、
今
昔
物
語
集
の
「
誘
」
の
意
義
四
、
今
昔
物
語
集
以
前
の
コ
シ
ラ
フ
五
、
古
辞
書
・
和
訓
の
コ
シ
ラ
フ
六
、
今
昔
物
語
集
以
降
の
コ
シ
ラ
フ
七
、
語
義
変
遷
の
方
向
　
先
に
私
は
、
今
昔
物
語
集
の
「
線
」
を
め
ぐ
り
、
そ
れ
が
自
動
詞
と
他
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ユ
　
詞
の
間
を
た
ゆ
た
う
姿
を
把
え
て
み
た
。
語
の
意
義
・
用
法
は
時
の
流
れ
と
共
に
必
然
的
に
推
移
す
る
が
、
そ
れ
を
内
へ
向
う
方
向
か
ら
外
へ
向
う
方
向
へ
の
流
れ
と
し
て
跡
づ
け
て
み
た
わ
け
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
文
献
に
見
出
す
限
り
に
お
い
て
は
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
か
ら
他
動
詞
と
し
て
出
発
す
る
動
詞
も
勿
論
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
語
に
お
け
る
意
義
変
遷
の
方
向
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
今
昔
物
語
集
に
み
る
「
誘
」
を
手
が
か
り
に
そ
れ
を
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。
一、
譏
Z
語
、
古
典
文
学
大
系
本
「
岩
波
書
店
」
一
冊
め
、
6
9
ペ
ー
ジ
、
1
5
行
め
、
以
下
二
一
6
、
6
9
ぺ
1
5
」
と
略
記
す
る
。
）
「
誘
フ
ト
云
ヘ
ド
モ
」
（
一
九
1
2
7
、
田
ぺ
5
）
な
ど
の
如
く
活
用
語
尾
が
明
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
　
ハ
行
下
二
段
に
活
用
す
る
「
コ
シ
ラ
フ
」
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。
全
身
の
捨
仮
名
、
も
し
く
は
、
シ
又
は
う
か
ら
の
捨
仮
名
も
見
出
せ
ず
、
操
行
の
活
用
語
尾
の
み
で
あ
る
か
ら
、
勿
論
、
現
代
に
お
け
る
「
誘
」
の
訓
、
サ
ソ
フ
で
あ
る
可
能
性
も
皆
無
で
は
な
い
。
し
か
し
、
色
葉
字
類
抄
に
お
い
て
「
誘
」
字
は
「
コ
シ
ラ
フ
、
与
久
反
」
　
（
前
田
本
下
9
ウ
3
、
黒
川
本
、
下
8
オ
3
）
と
訓
じ
ら
れ
、
類
聚
名
義
抄
に
お
い
て
は
「
誘
」
字
に
対
す
る
計
十
一
種
の
和
訓
の
筆
頭
が
コ
シ
ラ
フ
で
あ
る
。
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
和
訓
の
順
序
に
は
勿
論
そ
れ
ほ
ど
の
有
意
性
を
認
め
得
な
い
に
し
ろ
、
　
ハ
行
語
尾
を
も
つ
異
訓
、
ヲ
シ
フ
、
サ
ソ
フ
、
ヤ
ト
フ
、
ス
ク
フ
、
な
ど
に
従
う
べ
き
積
極
的
な
理
由
は
な
い
ば
か
り
か
、
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
第
二
訓
、
ヲ
シ
フ
に
つ
い
て
は
、
　
「
養
育
シ
テ
誘
へ
教
ヘ
テ
」
　
（
六
一
1
5
、
8
1
ぺ
1
2
）
の
例
が
む
し
ろ
反
証
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
今
昔
物
語
集
の
「
誘
」
字
は
コ
シ
ラ
フ
と
訓
じ
る
も
の
と
認
め
、
ハ
行
下
二
段
動
詞
コ
シ
ラ
フ
の
語
義
の
変
遷
に
つ
い
て
考
察
を
す
す
め
た
い
。
一
二
今
昔
物
語
集
の
「
誘
」
字
の
訓
み
は
、
用
例
の
大
半
に
「
誘
ヘ
テ
」
　
（
巻
・
今
昔
物
語
集
の
「
誘
」
　
（
山
口
）
・
今
昔
物
語
集
全
三
十
一
巻
中
、
固
有
名
詞
な
ど
を
除
い
て
「
誘
」
字
の
動
一
五
長
崎
大
早
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
二
九
号
詞
用
例
は
第
一
表
の
如
く
で
あ
る
。
単
独
動
詞
と
し
て
も
複
合
動
詞
と
し
て
も
全
巻
を
通
し
て
用
例
が
見
出
さ
れ
る
。
し
い
て
い
え
ば
天
竺
部
に
や
や
頻
度
が
高
い
が
こ
れ
は
巻
一
に
単
独
動
詞
例
、
計
四
例
を
見
出
す
た
め
で
、
こ
一
六
れ
と
て
も
特
筆
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
。
複
合
動
詞
に
な
る
場
合
は
第
一
項
に
も
第
二
項
に
も
同
様
に
立
ち
得
る
。
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今
昔
物
語
集
に
お
い
て
「
誘
」
は
、
天
竺
・
震
旦
・
本
朝
の
い
ず
れ
に
も
ひ
と
し
く
用
例
を
見
る
語
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
典
拠
を
漢
籍
・
仏
典
に
仰
ぐ
漢
文
訓
読
調
の
文
体
が
主
流
を
な
す
部
分
に
も
、
出
典
未
詳
な
ど
の
和
文
体
の
部
分
に
も
ひ
と
し
く
用
例
を
見
出
し
得
る
。
日
本
古
典
文
学
大
系
本
（
岩
波
書
店
）
の
頭
注
を
参
考
に
出
典
・
原
典
を
考
え
て
み
る
と
、
　
「
誘
」
字
を
見
出
す
関
係
説
話
計
二
十
三
語
（
一
語
に
計
三
例
を
見
出
す
事
例
が
一
つ
だ
け
あ
る
。
）
の
う
ち
、
過
去
現
在
因
果
経
．
経
律
異
相
・
大
唐
西
域
記
の
如
き
仏
典
・
漢
籍
も
し
く
は
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
や
本
朝
法
華
験
記
な
ど
の
本
朝
説
話
集
に
出
典
を
見
出
す
も
の
計
十
三
語
、
出
典
未
詳
の
も
の
計
十
語
で
あ
り
、
出
典
の
有
無
は
ほ
ぼ
相
半
ば
し
て
い
る
。
原
典
を
有
す
る
語
に
お
い
て
、
そ
の
原
文
を
探
っ
て
み
る
と
、
例
え
ば
、
日
本
霊
異
記
に
原
話
を
求
め
得
る
計
二
語
の
い
ず
れ
に
も
原
文
に
「
誘
」
字
は
な
く
、
該
当
の
箇
所
は
、
「
教
化
」
　
（
古
典
文
学
大
系
本
、
巻
上
、
第
七
縁
、
9
0
ぺ
1
1
、
以
下
、
特
に
断
わ
ら
な
い
限
り
、
引
用
は
す
べ
て
、
古
典
文
学
大
系
本
の
ペ
ー
ジ
数
、
行
学
に
よ
る
。
）
　
「
語
之
日
」
　
（
巻
上
、
第
二
十
三
縁
、
捌
ぺ
7
）
と
な
っ
て
い
る
。
同
様
に
、
漢
籍
・
仏
典
に
原
拠
を
見
出
す
も
の
に
お
い
て
も
、
お
お
む
ね
該
当
部
分
に
「
誘
」
字
は
見
出
し
難
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
但
し
、
巻
一
第
三
語
「
悉
達
太
子
在
城
車
楽
語
」
に
み
る
「
誘
」
字
の
本
集
初
出
例
「
日
々
二
人
ヲ
奉
り
テ
太
子
ヲ
誘
テ
宣
ハ
ク
」
（
一
一
3
、
6
0
ぺ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
）
は
、
原
典
、
過
去
現
在
因
果
経
巻
第
二
に
お
い
て
「
日
々
至
人
、
慰
誘
太
子
」
に
作
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
は
更
に
博
捜
す
れ
ば
若
干
は
増
え
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
大
よ
そ
の
傾
向
と
し
て
は
、
本
甲
に
お
け
る
「
誘
」
字
の
使
用
は
、
出
典
に
左
右
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
編
述
者
自
身
の
用
語
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ひ
と
し
く
全
巻
に
用
例
を
見
出
す
ご
と
・
と
あ
わ
・
せ
考
え
、
え
ら
れ
る
。
三
文
体
な
ど
に
左
右
さ
れ
な
い
基
礎
語
彙
的
な
用
語
と
考
　
今
昔
物
語
集
全
巻
に
、
用
例
数
こ
そ
多
く
は
な
い
が
満
遍
な
く
用
い
ら
れ
～
出
典
・
原
拠
に
か
か
わ
り
な
く
現
わ
れ
て
い
る
「
誘
」
の
意
義
を
以
下
、
検
討
す
る
。
囚
　
単
独
動
詞
の
例
①
王
此
ノ
事
ヲ
聞
給
テ
思
ス
様
「
…
…
」
ト
思
シ
テ
大
二
嘆
キ
悲
ビ
給
テ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
日
々
二
人
ヲ
奉
り
テ
［
太
子
ヲ
一
調
テ
宣
バ
ク
「
…
…
」
ト
。
（
一
1
3
、
　
6
0
ぺ
3
）
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　
ヘ
ビ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
く
②
魔
王
此
ヲ
見
テ
軟
ナ
ル
語
ニ
テ
一
菩
薩
ヲ
一
刻
テ
申
サ
ク
、
　
「
…
…
」
　
ゑ
　
ト
。
（
一
一
6
、
6
9
ぺ
1
5
）
③
三
摩
耶
外
道
、
其
ノ
城
二
有
テ
城
ノ
入
ヲ
教
ヘ
テ
云
ク
「
…
…
一
年
盛
ニ
　
シ
テ
形
美
麗
ナ
ル
女
ヲ
一
見
テ
ハ
『
世
ハ
ア
ヂ
キ
元
キ
者
也
、
尼
二
成
ネ
」
　
ト
誘
ヘ
テ
頭
ヲ
全
署
ツ
。
ロ
バ
如
此
ノ
事
ヲ
教
テ
人
ヲ
計
り
欺
キ
…
…
」
ト
。
　
（
一
1
1
4
、
8
2
ぺ
1
2
）
④
（
関
）
ノ
易
「
…
…
」
ト
郵
b
一
刀
、
夫
此
ヲ
歎
ク
ト
云
ド
モ
轟
々
ク
刻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ノ
　
テ
此
ノ
衣
ヲ
脱
テ
帖
テ
尊
者
二
申
テ
云
ク
「
…
…
」
ト
。
（
一
一
3
2
、
1
4
ぺ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
1
3
）
⑤
然
レ
バ
国
王
、
万
ヅ
ニ
付
ケ
テ
誘
へ
給
フ
ト
云
ヘ
ド
モ
更
二
趣
ク
気
色
元
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
。
（
前
文
の
主
語
、
后
　
ニ
ー
1
6
、
卿
ぺ
1
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
⑥
夫
、
一
妻
ヲ
一
調
N
テ
云
ク
「
…
…
」
ト
云
テ
止
ツ
。
（
四
一
2
0
、
説
ぺ
6
）
⑦
一
人
ノ
人
有
テ
、
一
申
言
ヲ
一
刻
テ
須
「
…
…
」
。
（
九
一
4
3
、
珊
ぺ
　
1
3
）
今
昔
物
語
集
の
「
誘
」
　
（
山
口
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
う
く
く
⑧
僧
、
様
々
ノ
言
ヲ
以
テ
一
女
ヲ
一
重
テ
云
ク
「
…
…
」
ト
約
束
ヲ
成
シ
　
ツ
。
　
（
一
四
1
3
、
脚
ぺ
1
7
）
⑨
一
袖
ヲ
引
カ
ヘ
テ
泣
ケ
ル
ヲ
ー
ト
カ
ク
剣
テ
叩
キ
臥
ヲ
其
程
二
矯
二
出
　
ニ
ケ
ル
。
　
（
一
九
一
1
0
、
8
7
ぺ
一
）
⑩
父
ノ
法
師
、
「
…
…
」
ト
調
「
ト
云
ヘ
ド
モ
（
矧
∪
ノ
心
可
止
キ
ニ
非
ズ
シ
　
テ
音
ヲ
墨
テ
泣
キ
叫
ブ
福
二
　
　
（
一
九
一
2
7
、
m
ぺ
5
）
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
う
⑪
（
奮
闘
∪
…
…
弘
済
二
云
ク
「
…
…
」
ト
云
ヘ
バ
、
弘
済
手
ヲ
摺
テ
剃
ト
　
云
ヘ
ド
モ
、
（
海
賊
）
不
用
ズ
。
　
（
一
九
i
3
0
、
搬
ぺ
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
此
ヲ
見
ル
人
、
一
謄
保
ヲ
一
誘
ヘ
テ
云
ク
「
…
…
」
ト
。
（
二
〇
一
3
1
、
1
9
　
ぺ
6
）
⑬
此
ノ
高
下
彼
ノ
所
二
行
テ
…
一
軍
共
二
一
向
テ
云
ク
「
…
…
」
ト
調
ケ
ル
　
ニ
　
（
三
丁
2
4
、
勘
ぺ
一
）
　
濁
　
説
明
の
必
要
上
、
①
②
③
…
…
以
下
、
用
例
番
号
を
付
し
て
、
全
例
を
あ
げ
　
（
　
　
た
。
文
申
一
H
［
で
囲
ん
だ
語
は
、
　
「
誘
」
の
目
的
格
で
あ
る
。
ヲ
格
も
し
く
　
　
は
二
十
で
、
文
中
に
そ
れ
が
明
示
さ
れ
ず
、
文
脈
上
、
判
断
で
き
る
場
合
は
、
　
　
（
口
H
U
）
で
囲
ん
だ
。
　
こ
の
計
十
三
例
を
縦
覧
し
て
み
る
と
、
い
く
つ
か
の
構
文
上
・
内
容
上
の
特
徴
を
指
摘
で
き
る
と
思
う
。
次
に
掲
げ
て
み
る
。
1
、
い
ず
れ
の
場
合
も
対
話
場
面
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
　
「
誘
」
に
前
後
し
　
て
同
文
中
に
、
宣
バ
ク
・
申
サ
ク
・
云
ク
、
な
ど
の
語
を
伴
な
い
、
直
接
　
話
法
の
形
で
話
者
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
形
式
を
と
ら
な
い
　
用
例
は
④
⑤
⑨
⑪
の
計
四
例
で
あ
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
、
表
現
内
容
か
　
ら
、
思
惟
の
表
現
な
ど
で
は
な
く
実
際
に
そ
の
場
で
具
体
的
な
言
語
表
現
　
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
な
事
例
の
み
で
あ
る
。
単
に
言
語
表
現
が
な
　
さ
れ
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
言
説
が
な
さ
れ
た
か
、
単
　
純
な
一
語
の
発
言
な
ど
で
は
あ
り
得
ず
、
言
葉
を
つ
く
し
て
の
説
得
、
依
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
二
九
号
　
頼
、
慰
謝
な
ど
で
あ
る
こ
と
さ
え
極
め
て
明
ら
か
で
あ
る
。
2
、
い
ず
れ
σ
場
合
も
対
話
の
内
容
や
対
話
の
効
果
の
方
向
が
同
等
で
あ
　
る
。
す
な
わ
ち
、
対
話
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
相
手
の
感
情
・
意
志
・
　
行
動
に
影
響
を
も
た
ら
し
、
あ
る
種
の
変
容
を
与
え
、
話
手
の
期
待
す
る
　
型
に
は
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ω
慰
謝
・
激
励
、
②
教
化
・
訓
　
導
、
更
に
は
㈲
詐
謀
・
籠
絡
な
ど
に
も
及
ぶ
、
相
手
の
精
神
へ
の
強
い
働
　
ら
き
か
け
を
内
包
し
て
い
る
語
で
あ
る
。
前
記
ω
②
㈹
の
段
階
を
追
う
に
　
つ
れ
て
、
相
手
の
心
へ
の
斜
酌
が
薄
く
な
り
、
話
し
手
の
側
の
都
合
が
色
　
濃
く
出
て
来
て
目
的
の
た
め
に
は
手
段
を
選
ば
ず
言
辞
を
操
っ
て
、
相
手
　
を
自
己
の
思
い
ど
お
り
に
動
か
そ
う
と
す
る
と
こ
ろ
ま
で
も
進
む
。
最
後
　
に
は
、
他
を
自
己
の
意
志
の
顕
現
と
し
て
の
対
象
視
し
た
視
点
し
か
残
ら
　
な
く
な
る
。
　
「
誘
」
字
が
現
代
に
お
い
て
は
サ
ソ
フ
と
訓
じ
ら
れ
て
い
る
　
の
は
、
後
に
述
べ
る
コ
シ
ラ
フ
の
意
義
変
遷
が
「
誘
」
字
に
そ
ぐ
わ
な
く
　
な
っ
た
せ
い
で
も
あ
る
が
、
こ
こ
に
み
る
強
い
他
へ
の
働
ら
き
か
け
の
勢
　
い
の
ゆ
え
ん
で
も
あ
ろ
う
。
3
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
構
文
上
、
対
話
の
話
し
手
と
聞
き
手
が
文
面
に
明
　
示
さ
れ
て
い
る
。
ヲ
格
も
し
く
は
二
二
を
愚
な
っ
て
目
的
格
を
示
す
語
句
　
が
文
中
に
現
わ
れ
ず
、
誰
に
対
し
て
の
「
誘
」
で
あ
る
か
の
明
示
の
な
い
　
事
例
は
、
⑤
⑩
⑪
の
計
三
例
の
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
、
文
脈
上
の
表
　
現
、
も
し
く
は
前
文
と
の
関
連
に
よ
っ
て
聞
き
手
は
明
瞭
な
事
例
で
あ
　
る
。
」
文
中
に
目
的
格
と
し
て
は
存
在
し
な
く
て
も
、
同
文
中
も
し
く
は
近
　
接
文
中
に
旬
の
主
部
な
ど
の
形
で
聞
き
手
は
明
示
さ
れ
て
お
り
、
誰
が
誰
　
に
対
し
て
「
誘
」
　
（
こ
し
ら
ふ
）
の
か
は
疑
問
の
余
地
が
な
い
。
か
か
る
　
目
的
格
表
示
は
、
い
わ
ゆ
る
和
文
体
の
文
章
に
比
し
て
、
今
昔
物
語
集
の
文
体
の
一
つ
の
特
徴
と
も
い
え
る
。
今
昔
物
語
集
の
内
部
に
お
い
て
も
そ
　
の
文
体
の
相
違
に
よ
っ
て
、
天
竺
、
震
旦
、
本
朝
仏
法
部
に
お
い
て
は
そ
一
八
　
の
特
徴
が
よ
り
明
瞭
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
も
す
で
に
云
わ
れ
て
い
る
こ
と
　
　
　
　
（
注
2
）
　
で
あ
る
。
し
か
し
「
誘
」
に
お
い
て
は
、
一
般
的
な
特
徴
以
上
に
、
対
者
が
　
明
示
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
岡
　
複
合
動
詞
の
例
ω
「
誘
」
が
複
合
動
詞
第
一
項
に
立
つ
場
合
⑭
然
レ
バ
（
醐
園
∪
、
静
堂
旧
居
テ
、
佛
漸
ク
誘
へ
直
シ
給
フ
ニ
、
難
陥
歓
喜
　
ス
。
　
（
一
1
1
8
、
8
9
ぺ
1
1
）
⑮
一
其
レ
ヲ
｝
小
一
テ
養
育
シ
テ
誘
へ
教
ヘ
テ
、
一
二
不
一
還
ズ
。
　
（
六
1
　
1
5
、
8
1
ぺ
1
2
）
⑯
天
皇
…
…
「
吉
備
大
臣
ハ
、
（
…
圓
幽
Ψ
ガ
師
也
、
速
二
彼
ノ
墓
二
行
テ
調
N
　
可
混
キ
也
」
ト
仰
セ
給
ケ
レ
バ
⑰
吉
備
、
…
…
西
二
行
テ
（
圓
継
）
ガ
墓
ニ
シ
テ
旨
旨
ジ
ケ
ル
ニ
：
：
－
吉
備
、
　
…
…
陰
陽
ノ
術
ヲ
以
テ
我
⑳
ガ
身
ヲ
怖
レ
元
ク
固
メ
テ
、
惣
『
測
調
ケ
レ
バ
、
（
圓
圏
）
止
マ
リ
ニ
ケ
〔　
リ
。
（
二
一
6
、
6
9
ぺ
1
1
、
1
2
、
1
3
）
⑱
猟
師
云
ク
「
…
…
」
ト
惣
二
誘
へ
云
ピ
ケ
レ
バ
、
（
團
囚
∪
ノ
悲
ビ
不
止
　
ズ
。
　
（
二
〇
1
1
3
、
m
ぺ
一
）
回
「
誘
」
が
複
合
動
詞
第
二
項
に
立
つ
場
合
⑲
佛
、
［
圃
国
圏
一
勧
引
堤
へ
給
テ
、
為
二
法
ヲ
説
給
フ
。
（
三
i
2
2
、
饗
9
）
⑳
佛
師
、
佛
前
二
二
テ
、
…
…
佛
二
麟
ア
申
サ
ク
、
「
…
…
∩
H
…
囚
倒
∪
　
各
浄
テ
責
ム
、
相
語
ヒ
誘
ル
ニ
其
心
輪
止
ズ
。
…
…
」
ト
申
ス
時
二
　
　
　
　
　
　
　
（
四
i
1
6
、
9
ぺ
4
）
　
　
　
　
　
2
〕
⑳
前
条
に
あ
げ
た
⑳
の
例
（
一
一
一
6
、
6
9
ぺ
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
弟
、
云
ヒ
誘
ヘ
テ
内
二
遅
滞
ト
テ
…
…
聾
児
　
ノ
男
　
二
選
否
応
テ
付
　
ツ
。
　
（
二
六
一
5
、
枷
ぺ
1
4
）
⑳
而
ル
闇
、
∩
園
、
舅
ノ
家
二
行
テ
…
…
「
和
君
、
門
ヲ
開
テ
云
誘
ヘ
ヨ
」
　
ト
イ
ヘ
バ
（
二
六
1
8
、
卿
ぺ
1
3
）
　
　
　
　
　
　
く
⑳
∩
図
剛
圓
）
ノ
云
ク
「
…
…
」
ト
云
ケ
レ
バ
、
主
、
「
…
…
」
ト
思
テ
、
…
　
…
。
　
「
　
」
ト
云
誘
ヘ
テ
出
シ
ツ
。
　
（
二
六
1
2
0
、
螂
ぺ
1
6
）
㊧
男
達
レ
ヲ
聞
テ
…
…
気
色
ヲ
（
関
）
見
テ
サ
メ
《
＼
ト
笑
ケ
バ
男
云
ヒ
誘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
テ
心
ノ
内
三
思
バ
ク
「
…
…
」
ト
思
エ
テ
（
二
九
一
4
、
1
4
ぺ
1
6
）
　
複
合
動
詞
に
な
る
計
十
二
例
の
「
誘
」
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
に
立
つ
計
五
例
の
下
接
動
詞
、
お
よ
び
第
二
項
に
立
つ
計
七
例
の
上
下
動
詞
は
と
も
に
あ
る
種
の
限
定
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
　
下
接
動
詞
、
云
フ
（
1
）
、
陳
ズ
（
1
）
、
混
ル
（
1
）
、
教
フ
（
1
）
、
　
　
　
　
　
　
直
ス
（
1
）
の
計
五
語
。
　
上
接
動
詞
、
云
ヒ
（
4
）
、
相
語
ヒ
（
1
）
、
棍
リ
（
1
）
、
勧
メ
（
1
）
　
　
　
　
　
　
の
計
四
語
。
　
濁
　
（
）
内
の
数
字
は
、
用
例
数
を
示
す
。
　
む
　
こ
の
上
・
下
輩
の
動
詞
を
意
味
上
整
理
し
て
み
る
と
、
掴
む
ね
次
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
　
云
フ
系
－
云
フ
、
陳
ズ
、
相
語
フ
　
教
フ
系
i
教
フ
、
直
ス
、
勧
ム
　
混
ル
系
一
躍
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
3
）
「
棍
ル
」
は
、
　
「
誘
」
と
ほ
ぼ
同
義
と
の
こ
と
で
あ
り
、
類
聚
名
義
抄
に
は
「
誘
」
に
オ
コ
ヅ
ル
の
和
訓
も
あ
る
。
　
「
棍
ル
」
は
「
誘
」
に
上
接
も
し
、
下
戸
も
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
同
義
反
復
的
な
複
合
語
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
　
「
教
フ
」
系
に
つ
い
て
も
前
述
し
た
ご
と
く
、
類
聚
名
義
抄
の
「
誘
」
の
第
二
訓
が
ヲ
シ
フ
で
あ
り
、
同
じ
く
ス
ス
ム
の
訓
も
見
出
す
。
こ
れ
も
又
、
類
義
と
み
な
し
て
よ
い
。
更
に
「
云
フ
」
系
に
つ
今
昔
物
語
集
の
「
誘
」
　
（
山
口
）
い
て
い
え
ば
、
同
じ
く
類
聚
名
義
抄
に
、
　
「
誘
」
と
同
じ
く
コ
シ
ラ
フ
の
和
訓
を
も
つ
漢
字
は
計
十
一
を
数
え
る
が
、
そ
の
う
ち
、
　
「
訟
」
　
「
論
」
に
は
コ
シ
ラ
フ
と
並
ん
で
イ
フ
の
訓
も
あ
る
。
こ
れ
も
又
同
系
列
の
意
義
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
今
昔
物
語
集
に
お
い
て
、
　
「
誘
」
が
複
合
動
詞
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
時
、
そ
の
複
合
の
片
割
れ
は
「
誘
」
と
同
義
反
復
的
な
意
義
範
躊
の
語
に
限
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
、
結
局
、
表
現
内
容
と
し
て
は
単
独
動
詞
用
例
の
場
合
と
大
差
な
い
。
す
な
わ
ち
、
言
を
も
っ
て
他
の
人
物
に
働
ら
き
か
け
、
慰
め
、
教
え
、
導
び
き
、
感
化
を
与
え
、
影
響
下
に
、
い
う
な
ら
ば
支
配
下
に
置
こ
う
と
す
る
話
し
手
の
意
志
の
表
現
で
あ
る
。
複
合
動
詞
用
例
の
場
合
に
は
、
単
独
動
詞
の
場
合
ほ
ど
に
は
構
文
上
の
特
徴
は
明
瞭
で
は
な
い
が
、
な
お
話
し
相
手
、
対
者
を
明
示
す
る
こ
と
、
実
際
的
な
言
語
表
現
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
対
話
の
内
容
は
前
後
の
文
脈
か
ら
明
瞭
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
の
傾
向
が
う
か
が
え
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
「
誘
」
が
以
上
の
如
く
、
複
合
動
詞
を
つ
く
る
場
合
に
必
ら
ず
同
義
語
反
復
的
な
形
を
と
っ
て
い
る
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
い
わ
ば
文
選
よ
み
に
も
似
て
「
誘
」
の
語
義
を
説
明
・
規
定
し
て
い
る
か
に
も
考
え
ら
れ
る
。
今
昔
物
語
集
中
、
全
二
十
五
例
の
用
例
は
勿
論
多
い
も
の
で
は
な
い
が
、
単
独
動
詞
の
場
合
に
は
、
直
接
話
法
の
会
話
を
近
く
に
ひ
き
つ
け
、
対
話
相
手
を
文
面
に
明
示
す
る
と
い
う
構
文
法
に
よ
っ
て
、
複
合
動
詞
の
場
合
に
は
、
同
義
語
反
復
的
な
語
構
成
法
に
よ
っ
て
、
等
し
く
そ
の
表
現
が
助
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
「
誘
」
の
使
用
が
、
等
し
く
こ
う
い
う
補
助
手
段
で
助
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
　
「
誘
」
も
し
く
は
コ
シ
ラ
フ
の
意
義
が
、
又
は
「
誘
」
字
と
コ
シ
ラ
フ
と
の
結
び
つ
き
が
、
今
昔
物
語
集
成
立
当
時
、
若
干
曖
昧
に
な
っ
て
い
て
、
何
ら
か
の
形
で
の
補
足
説
明
を
必
要
に
し
た
の
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
用
例
の
少
な
さ
も
同
一
の
理
由
に
起
因
す
る
の
か
も
し
れ
一
九
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
二
九
号
な
い
。
　
以
下
は
そ
の
観
点
か
ら
コ
シ
ラ
フ
の
語
義
を
考
え
て
み
た
い
。
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
「
誘
」
字
の
意
義
に
つ
い
て
は
前
述
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
得
て
い
る
と
思
う
。
そ
れ
が
当
時
の
言
語
社
会
の
中
で
ど
れ
ほ
ど
の
安
定
性
を
保
っ
て
い
た
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
。
四
　
今
昔
物
語
集
と
ほ
ぼ
同
量
の
言
語
量
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
源
氏
物
語
に
も
コ
シ
ラ
フ
の
用
例
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
単
独
動
詞
計
二
十
一
例
、
複
合
動
詞
第
一
項
計
十
例
、
第
二
項
計
四
例
、
合
計
三
十
五
例
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
。
今
昔
物
語
集
本
朝
部
の
調
査
で
も
ほ
ぼ
明
ら
か
で
は
あ
っ
た
が
、
コ
シ
ラ
フ
が
和
文
語
と
し
て
平
安
期
和
文
に
頻
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
、
こ
の
数
値
は
示
し
て
い
る
。
事
実
、
蛸
蛉
日
記
全
一
例
、
宇
津
保
物
語
全
十
例
、
落
窪
物
語
全
一
例
、
夜
の
寝
覚
全
十
二
例
な
ど
、
平
安
期
和
文
資
料
を
検
し
て
得
ら
れ
る
コ
シ
ラ
フ
の
用
例
は
極
め
て
少
な
い
。
又
、
歌
語
で
も
な
い
こ
と
は
、
正
続
の
国
歌
大
観
に
徴
す
る
限
り
和
歌
用
例
は
次
の
一
首
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
・
こ
し
ら
へ
て
仮
の
宿
り
に
休
め
ず
は
　
　
誠
の
道
を
い
か
で
し
ら
ま
し
　
　
　
赤
染
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
拾
遺
集
、
巻
二
十
、
釈
教
、
化
城
喩
品
、
　
一
一
九
四
）
　
そ
の
他
、
韻
文
用
例
と
し
て
は
、
梁
塵
詩
抄
に
次
の
二
例
を
見
出
す
の
み
で
あ
る
。
。
四
大
声
聞
こ
し
ら
へ
て
　
三
界
火
宅
を
を
し
へ
い
た
し
　
白
牛
の
く
る
ま
　
を
さ
し
よ
せ
て
　
面
疽
道
場
さ
た
ま
り
ぬ
（
粒
子
品
六
首
の
う
ち
、
7
1
）
。
三
女
が
ほ
と
け
に
な
る
こ
と
は
　
文
殊
の
こ
し
ら
へ
と
こ
そ
き
け
　
さ
そ
二
〇
　
ま
う
す
　
娑
か
ら
わ
う
の
み
や
を
い
で
て
　
変
成
男
子
と
し
て
つ
い
に
は
　
成
仏
道
　
　
（
経
歌
八
首
の
う
ち
、
蹴
）
　
こ
れ
ら
は
一
見
し
て
分
る
と
お
り
い
ず
れ
も
教
化
・
説
喩
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
仏
教
関
係
の
唱
導
資
料
に
お
い
て
は
コ
シ
ラ
フ
は
、
今
昔
物
語
集
に
み
た
と
同
じ
く
、
教
え
仮
し
、
善
や
正
に
他
を
誘
導
す
る
と
い
う
意
義
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
　
で
は
、
源
氏
物
語
の
全
三
十
五
例
を
筆
頭
と
す
る
和
文
資
料
の
中
の
コ
シ
ラ
フ
に
つ
い
て
も
、
そ
の
ま
ま
同
じ
意
義
・
用
法
を
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
私
が
現
在
の
と
こ
ろ
見
出
し
得
た
平
安
和
文
資
料
の
用
例
は
前
掲
韻
文
用
例
計
三
例
を
除
き
、
散
文
用
例
は
、
蜻
蛉
日
記
・
宇
津
保
物
語
・
源
氏
物
語
・
落
窪
物
語
・
夜
の
寝
覚
の
計
五
資
料
に
、
総
計
五
十
九
例
が
す
べ
て
で
　
　
　
　
　
　
あ
る
。
こ
の
計
五
十
九
例
を
検
討
し
て
み
る
と
、
お
お
む
ね
今
昔
物
語
集
の
場
合
と
同
様
な
意
義
・
用
法
が
う
か
が
い
知
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
蜻
蛉
日
記
に
唯
一
例
、
－
上
巻
、
康
保
三
年
八
月
條
に
み
る
コ
シ
ラ
フ
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
・
こ
は
な
ぞ
く
と
い
へ
ど
い
ら
へ
も
せ
で
、
う
ん
な
う
さ
や
う
に
ぞ
あ
ら
　
ん
と
を
し
は
か
ら
る
れ
ど
、
人
の
き
か
む
も
う
た
て
も
の
く
る
ほ
し
け
れ
　
ば
と
ひ
さ
し
て
と
か
う
こ
し
ら
へ
て
あ
る
に
五
六
日
は
か
り
に
な
り
ぬ
る
　
に
音
も
せ
ず
。
　
（
燭
ぺ
1
5
）
　
「
は
か
な
き
こ
と
言
ひ
言
ひ
の
は
て
」
に
兼
家
が
幼
な
い
道
綱
に
「
わ
れ
は
い
ま
は
来
じ
と
す
」
と
捨
台
詞
を
い
っ
て
帰
っ
て
行
っ
た
後
、
泣
い
て
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
道
綱
を
作
者
が
慰
め
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
和
文
資
料
に
見
出
す
用
例
は
こ
の
よ
う
に
、
コ
シ
ラ
フ
の
主
格
や
目
的
格
が
文
面
に
現
わ
れ
て
こ
な
い
場
合
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
の
蜻
蛉
日
記
の
場
合
も
、
コ
シ
ラ
フ
の
主
格
は
、
い
い
争
い
の
あ
げ
く
取
り
残
さ
れ
た
想
起
母
、
目
的
格
は
「
お
ど
ろ
お
ど
う
し
う
泣
」
い
て
い
る
「
幼
ぎ
人
」
”
道
綱
、
で
あ
る
こ
と
は
、
前
文
に
よ
っ
て
疑
問
の
余
地
が
な
い
。
　
平
安
和
文
資
料
に
お
け
る
コ
シ
ラ
フ
も
、
人
が
人
に
言
葉
で
働
ら
き
か
け
、
相
手
の
感
情
・
意
志
・
行
動
に
変
容
を
も
た
ら
そ
う
と
す
る
意
義
で
お
お
む
ね
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
　
複
合
動
詞
の
上
屋
語
は
、
言
フ
（
宇
津
保
．
源
氏
）
、
聞
ユ
（
宇
津
保
・
源
氏
）
宣
フ
（
源
氏
）
、
ナ
グ
サ
ム
（
夜
の
寝
覚
）
、
ナ
ゴ
ム
（
夜
の
寝
覚
）
、
で
あ
り
、
下
警
語
は
、
ナ
グ
サ
ム
（
夜
の
寝
覚
）
、
ナ
ビ
カ
ス
（
源
氏
）
、
入
ル
（
源
氏
）
、
置
ク
（
源
氏
）
、
ヤ
ル
（
源
氏
、
夜
の
寝
覚
）
、
ワ
ブ
（
源
氏
、
夜
の
寝
覚
）
、
カ
ヌ
（
落
窪
、
源
氏
）
で
あ
る
。
補
助
動
詞
と
し
て
の
キ
コ
ユ
が
下
接
す
る
例
は
多
い
。
こ
れ
も
又
今
昔
物
語
集
に
み
た
傾
向
と
大
き
な
違
い
は
み
ら
れ
な
い
。
ナ
グ
サ
ム
は
、
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
オ
コ
ヅ
ル
と
同
様
に
コ
シ
ラ
フ
に
上
接
も
下
接
も
す
る
が
、
そ
の
意
義
は
コ
シ
ラ
フ
と
同
義
語
的
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。
類
聚
名
義
抄
に
お
い
て
コ
シ
ラ
フ
の
和
訓
を
持
つ
文
字
の
一
つ
に
「
慰
」
が
あ
る
。
ナ
ゴ
ム
も
ナ
グ
サ
ム
と
同
義
的
で
あ
る
し
、
言
フ
、
聞
ユ
は
、
言
語
表
現
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
入
ル
、
置
ク
、
ナ
ビ
カ
ス
、
ヤ
ル
、
ワ
ブ
、
カ
ヌ
に
つ
い
て
は
そ
の
行
為
の
方
向
や
度
合
に
つ
い
て
示
す
の
み
で
い
わ
ば
補
助
動
詞
的
な
性
格
が
強
い
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
平
安
和
文
資
料
に
お
い
て
も
複
合
動
詞
と
な
る
場
合
に
は
補
足
説
明
的
な
語
を
接
し
て
い
る
と
い
え
る
。
　
一
方
、
訓
点
資
料
の
中
で
「
誘
1
ー
コ
シ
ラ
フ
」
は
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
手
元
の
僅
か
な
資
料
を
検
し
得
た
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
次
の
よ
う
に
用
例
を
見
出
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
シ
　
　
ス
　
・
常
に
法
施
を
行
し
、
群
迷
を
誘
へ
時
日
て
、
大
豊
を
得
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
シ
ラ
フ
　
ス
　
ム
　
　
　
　
（
「
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
」
巻
三
葉
業
障
品
第
　
　
五
、
春
日
政
治
、
勉
誠
社
、
4
4
ぺ
7
）
・
撫
育
テ
四
生
ヲ
為
吾
子
　
誘
コ
シ
ラ
ヘ
テ
　
宮
中
ヲ
　
預
ア
ツ
ケ
給
ヒ
今
昔
物
語
集
の
「
誘
」
　
（
山
口
）
　
　
（
「
東
大
寺
鶉
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
」
富
祝
未
風
璽
．
慶
燭
範
）
　
そ
の
他
、
音
義
類
に
も
次
の
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
・
誘
　
訓
古
之
良
布
（
華
厳
音
義
私
記
）
・
誘
　
古
之
良
布
（
最
勝
王
経
音
義
）
　
コ
シ
ラ
フ
の
原
義
は
、
言
葉
で
1
説
法
や
説
教
に
よ
る
教
化
の
形
で
一
人
を
誘
い
導
く
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
仏
教
的
な
資
料
に
多
く
見
出
さ
れ
る
の
も
当
然
と
い
え
る
が
、
平
安
期
に
お
い
て
、
言
葉
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
れ
こ
れ
と
言
い
慰
め
、
教
え
さ
と
し
、
善
・
正
に
向
わ
せ
、
そ
こ
か
ら
発
展
し
て
、
言
葉
巧
み
に
言
い
つ
く
ろ
う
、
い
い
く
る
め
る
と
い
う
あ
ま
り
甘
ば
し
く
な
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
語
義
に
ま
で
展
開
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
地
点
か
ら
は
、
　
「
工
夫
・
才
覚
・
操
作
に
よ
っ
て
構
え
作
り
出
す
」
と
い
う
現
代
語
の
語
義
へ
の
移
行
は
ほ
ん
の
一
足
で
あ
ろ
う
。
　
平
安
期
に
お
い
て
、
す
で
に
そ
の
方
向
に
発
動
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
用
例
を
僅
か
で
は
あ
る
が
見
出
す
。
。
右
大
将
、
今
は
聞
え
さ
せ
む
も
い
と
畏
け
れ
ど
も
「
た
つ
こ
と
う
き
か
　
げ
」
の
心
地
し
て
な
む
。
い
で
や
、
　
　
八
百
萬
あ
れ
た
る
神
は
ネ
ぎ
つ
れ
ど
　
　
　
　
　
君
は
物
き
く
時
の
な
き
か
な
　
一
お
ほ
く
の
年
月
を
一
え
こ
そ
こ
し
ら
へ
ず
な
り
ぬ
れ
な
ど
き
こ
え
給
へ
　
り
。
　
（
宇
津
保
物
語
・
菊
の
宴
、
口
5
4
ぺ
7
）
　
こ
れ
は
、
あ
て
宮
入
内
が
決
定
し
た
後
に
懸
想
人
の
一
人
、
右
軍
将
兼
雅
が
歎
き
の
想
い
を
述
べ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
和
歌
に
つ
づ
く
文
の
詞
は
、
一
見
、
コ
シ
ラ
フ
の
対
象
が
「
年
月
」
と
い
う
人
間
以
外
の
も
の
で
あ
る
か
に
錯
覚
さ
せ
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
コ
シ
ラ
フ
の
直
接
の
対
象
は
あ
て
宮
そ
の
人
で
あ
る
と
み
な
す
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
多
く
の
歳
月
が
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
あ
て
宮
の
気
持
を
自
分
に
向
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
兼
雅
二
一
長
崎
夫
三
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
二
九
号
の
歎
き
が
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
て
宮
自
身
へ
の
文
で
あ
れ
ば
「
あ
な
た
を
」
な
ど
の
目
的
格
が
省
略
さ
れ
る
の
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
る
。
こ
の
コ
シ
ラ
フ
は
、
現
代
的
な
、
　
「
多
く
の
年
月
」
を
「
工
夫
・
才
覚
に
よ
っ
て
意
の
如
く
に
構
え
出
す
」
意
味
で
は
あ
り
得
な
い
。
そ
れ
で
は
入
内
の
き
ま
っ
た
あ
て
宮
へ
の
最
後
の
懸
想
文
と
し
て
あ
ま
り
に
も
味
わ
い
の
薄
い
も
の
に
な
ろ
う
。
間
に
あ
っ
た
永
年
月
に
も
拘
ら
ず
言
葉
巧
み
に
言
い
寄
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
己
れ
の
無
力
さ
へ
の
自
嘲
を
こ
め
た
歎
き
と
解
し
て
こ
そ
意
味
が
あ
る
。
コ
シ
ラ
フ
は
言
説
を
も
っ
て
一
実
際
に
は
和
歌
を
も
っ
て
相
手
の
心
を
動
か
す
こ
と
の
意
で
は
あ
る
が
、
文
面
上
、
か
な
り
曖
昧
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
・
和
琴
は
か
の
お
と
ゴ
許
こ
そ
、
か
く
を
り
に
つ
け
て
こ
し
ら
へ
な
び
か
し
　
た
る
音
な
ど
心
に
ま
か
せ
で
掻
き
立
て
給
へ
る
は
い
と
殊
に
物
し
給
へ
。
　
（
源
氏
物
語
、
若
葉
下
県
鋤
ぺ
5
）
　
源
氏
と
夕
霧
が
和
琴
を
論
ず
る
場
面
に
お
い
て
、
夕
霧
が
紫
の
上
の
琴
を
誉
め
る
言
葉
で
、
琴
の
名
手
・
致
仕
の
太
政
大
臣
だ
け
が
折
に
ふ
さ
わ
し
い
琴
の
音
色
を
工
夫
し
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
こ
の
文
に
お
い
て
は
コ
シ
ラ
フ
の
対
象
を
「
音
色
」
・
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
す
な
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
、
言
葉
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
琴
の
手
1
1
和
琴
の
技
偏
に
よ
っ
て
、
人
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
は
な
く
琴
の
音
色
を
工
夫
し
変
革
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
の
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
で
あ
る
。
勿
論
琴
の
音
色
と
そ
れ
を
弾
じ
て
い
る
人
物
と
は
不
可
分
一
体
で
は
あ
る
。
又
楽
の
音
色
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
中
で
最
も
人
の
言
葉
に
近
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
で
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
言
葉
で
は
な
い
。
　
「
人
が
言
葉
に
よ
っ
て
他
の
人
を
動
か
す
」
と
い
う
従
来
見
出
し
て
き
た
用
例
を
超
え
た
、
異
質
の
も
の
と
み
な
し
て
よ
い
。
そ
れ
は
人
の
営
為
で
は
あ
る
が
、
　
「
工
夫
と
現
下
に
よ
っ
て
」
　
「
音
色
を
」
　
「
を
り
に
つ
け
」
た
も
の
に
仕
上
げ
て
ゆ
く
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
こ
こ
に
後
世
「
構
え
出
す
」
　
「
造
作
す
る
」
と
い
う
意
義
に
二
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
コ
シ
ラ
フ
が
展
開
す
る
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
よ
う
。
言
葉
に
よ
っ
て
と
い
う
手
段
さ
え
も
限
定
さ
れ
て
人
間
を
対
象
と
し
て
し
か
用
い
得
な
か
っ
た
か
に
み
え
た
コ
シ
ラ
フ
は
、
す
で
に
源
氏
物
語
に
お
い
て
僅
か
一
例
で
は
あ
る
が
、
　
「
楽
器
演
奏
の
腕
前
・
技
禰
に
よ
っ
て
」
人
間
以
外
の
も
の
を
対
象
に
、
工
夫
の
行
為
と
み
な
し
得
る
例
を
示
す
の
で
あ
る
。
　
今
昔
物
語
集
の
「
誘
」
は
、
説
教
・
唱
導
の
伝
統
に
基
づ
き
先
述
の
如
き
本
来
的
な
用
法
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
和
文
の
世
界
で
は
そ
れ
に
先
が
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
別
種
の
用
法
が
息
づ
き
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
言
葉
に
よ
っ
て
人
を
左
右
す
る
」
と
い
う
営
為
そ
の
も
の
の
中
に
、
よ
り
効
果
的
に
人
を
動
か
す
た
め
に
は
、
言
葉
と
い
う
媒
材
そ
の
も
の
の
運
用
に
つ
い
て
の
工
夫
も
し
く
は
作
為
を
必
然
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
む
し
ろ
当
然
の
結
果
と
い
え
よ
う
。
人
に
影
響
を
与
え
、
人
心
を
動
か
す
も
の
は
、
ひ
と
つ
に
仏
教
的
な
説
法
に
よ
る
教
化
の
み
で
は
な
い
。
先
の
源
氏
物
語
の
用
例
に
お
い
て
も
、
極
だ
っ
た
和
琴
の
音
色
が
聞
く
も
の
の
心
を
動
ず
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
仏
教
的
な
説
教
・
唱
導
の
場
、
具
体
的
に
は
説
話
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
学
な
ど
の
中
で
は
保
守
的
に
「
誘
1
ー
コ
シ
ラ
フ
主
人
の
言
葉
に
よ
る
他
の
人
へ
の
働
ら
き
か
け
」
と
い
っ
た
用
法
を
堅
持
し
て
い
る
時
代
に
、
和
文
の
世
界
で
は
そ
の
用
法
に
巾
が
生
じ
始
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
人
⊥
言
葉
1
1
人
の
心
と
い
っ
た
も
の
の
三
位
一
体
的
な
不
可
分
性
が
加
担
し
、
一
方
で
は
和
文
の
特
徴
一
主
格
、
目
的
格
を
特
に
人
物
の
場
合
は
文
面
に
明
示
し
な
い
と
い
う
構
文
上
の
特
徴
も
又
加
担
し
て
い
よ
う
。
　
と
も
あ
れ
、
今
昔
物
語
集
以
前
、
平
安
期
に
お
い
て
、
コ
シ
ラ
フ
の
意
義
・
用
法
に
ゆ
れ
と
巾
が
生
じ
始
め
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
コ
シ
ラ
フ
の
意
義
・
用
法
が
そ
の
分
だ
け
曖
昧
に
な
っ
た
こ
と
で
も
あ
り
、
複
合
語
の
よ
う
な
形
で
同
義
反
復
的
に
語
義
を
明
示
・
説
明
す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
五
　
と
こ
ろ
で
、
前
項
に
み
た
語
義
の
ゆ
れ
は
、
コ
シ
ラ
フ
の
場
合
、
不
思
議
に
迅
速
に
当
代
成
立
の
古
辞
書
の
類
の
和
訓
に
反
映
し
て
い
る
如
く
で
あ
る
。
次
に
そ
の
点
を
確
め
て
み
る
。
和
訓
コ
シ
ラ
フ
は
、
新
撰
字
鏡
以
下
の
古
辞
書
類
に
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
漢
字
を
抜
き
出
し
て
、
次
の
第
二
表
を
作
成
し
た
。
和
訓
用
例
を
見
る
辞
書
の
み
を
掲
げ
る
。
字漢のフー
フ
シコるみに書辞古表酒事
辞
　
書
　
名
コ
　
　
シ
　
　
ラ
　
　
フ
言
手
新
撰
字
鏡
「
訓
類
聚
名
義
抄
色
葉
字
類
抄
世
尊
寺
本
字
一
生
和
　
　
玉
　
　
篇
温
故
知
新
書
易
面
魂
節
用
集
文
明
本
節
用
集
黒
本
本
節
用
直
土
　
　
京
　
　
集
饅
頭
屋
本
節
用
集
天
正
本
節
用
集
運
歩
色
葉
集
職
、
唱
、
設
、
読
、
説
、
誘
、
誌
、
謡
、
論
、
諭
誘
、
謹
、
謎
、
詠
唱
、
謂
誘誘
、
訓
、
認
、
読
慰臨
扶持
誘
調
一
薬
　
1
悪
h
刷
　
喪
椿
一
越
コ
シ
ラ
エ
ル
コ
シ
ラ
ユ
ル
持
、
椿
、
回
持
－
三
尊
一
城
持
城
、
調
薬
、
誘
人
、
身
持
－
城
、
調
・
誘
・
刷
一
馬
持
、
誘
今
昔
物
語
集
の
「
誘
」
　
（
山
口
）
　
　
濁
　
古
辞
書
は
、
ほ
ぼ
成
立
年
代
順
に
配
列
し
た
。
コ
シ
ラ
フ
の
訓
を
も
つ
文
字
　
　
G
　
　
　
を
そ
の
部
首
に
よ
っ
て
、
一
応
分
類
し
て
示
し
た
。
表
中
の
「
言
」
　
「
手
」
と
　
　
　
い
う
項
目
は
、
偏
名
で
あ
る
。
文
明
本
節
用
集
以
後
の
辞
書
に
は
、
コ
シ
ラ
フ
　
　
　
（
ハ
行
下
二
段
）
の
和
訓
は
見
出
せ
ず
、
コ
シ
ラ
エ
ル
、
又
は
コ
シ
ラ
ユ
ル
で
　
　
　
あ
っ
た
。
こ
の
項
目
に
ま
と
め
た
漢
字
に
つ
い
て
は
、
部
首
に
よ
る
分
類
は
示
　
　
　
し
て
い
な
い
。
　
昌
泰
年
間
成
立
と
思
わ
れ
る
新
撰
字
鏡
に
み
る
次
の
和
訓
、
　
コ
シ
ラ
フ
が
、
和
語
コ
シ
ラ
フ
の
明
確
な
事
例
と
し
て
比
較
的
早
い
も
の
で
あ
る
。
・
調
　
尺
之
仁
芝
二
反
引
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
撰
手
鏡
、
天
治
本
、
十
三
、
七
ウ
、
8
）
　
　
　
三
三
　
古
志
十
三
　
こ
こ
に
言
偏
の
文
字
「
調
」
の
和
訓
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
以
来
、
類
聚
名
義
抄
で
は
言
偏
、
口
偏
、
も
し
く
は
心
の
部
首
を
も
つ
文
字
が
コ
シ
ラ
フ
と
訓
じ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
第
二
表
で
明
ら
か
な
よ
う
に
色
葉
字
類
抄
に
い
た
っ
て
初
め
て
コ
シ
ラ
フ
の
和
訓
を
持
つ
文
字
群
の
中
に
手
偏
の
文
字
を
見
出
す
。
そ
の
記
載
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
・
寸
寸
．
秘
十
寸
（
色
葉
字
類
小
前
田
本
、
下
9
ウ
3
、
黒
川
本
剤
8
オ
3
　
傍
点
、
筆
者
）
　
言
偏
の
文
字
に
交
っ
て
「
扶
」
　
「
臨
」
の
二
字
が
入
っ
て
い
る
が
「
扶
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
6
）
は
「
左
也
、
助
也
」
と
注
さ
れ
、
　
「
臨
」
は
「
一
一
、
視
也
、
照
也
」
な
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
6
）
注
さ
れ
て
上
、
高
、
尊
の
立
場
か
ら
対
象
に
対
特
す
る
意
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
人
と
か
か
わ
っ
て
人
に
影
響
を
与
え
る
意
義
を
持
つ
点
で
共
通
で
あ
る
が
、
言
偏
の
文
字
の
中
に
入
れ
ば
そ
の
手
段
、
方
法
の
拡
散
を
示
す
と
い
え
る
。
前
述
の
源
氏
物
語
の
用
例
を
考
え
合
わ
せ
る
と
一
一
四
四
年
ご
ろ
か
ら
着
手
さ
れ
た
と
目
さ
れ
て
い
る
色
葉
字
類
抄
に
一
字
だ
け
あ
ら
わ
れ
る
手
偏
の
文
字
は
き
わ
め
て
興
味
深
い
。
語
義
に
生
じ
た
ゆ
れ
と
巾
が
敏
感
に
把
え
ら
れ
、
古
辞
書
に
反
映
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
一
般
に
辞
書
類
に
お
い
て
、
語
義
と
そ
れ
に
あ
て
る
文
字
と
の
二
三
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
二
九
号
関
係
は
必
ら
ず
し
も
鋭
敏
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
元
来
辞
書
と
は
保
守
性
の
強
い
も
の
で
あ
る
。
第
二
表
に
も
み
る
と
お
り
、
各
種
の
節
用
集
に
お
い
て
、
語
形
も
コ
シ
ラ
エ
ル
（
コ
シ
ラ
ユ
ル
）
と
変
わ
り
、
活
用
も
意
義
も
変
わ
っ
て
も
、
な
お
「
誘
」
字
を
保
存
す
る
が
如
き
で
あ
る
。
微
妙
な
語
義
の
変
遷
を
そ
の
ゆ
れ
の
過
程
の
中
で
即
時
的
に
捕
え
、
文
字
の
和
訓
に
反
映
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と
は
必
ら
ず
し
も
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
和
語
に
お
け
る
語
義
・
用
法
の
変
遷
と
そ
の
辞
書
類
へ
の
反
映
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。
当
面
、
コ
シ
ラ
フ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
用
字
の
改
変
・
追
加
を
要
求
す
る
よ
う
な
意
義
の
ゆ
れ
1
1
拡
大
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
う
し
て
色
葉
字
類
抄
に
始
め
て
姿
を
現
わ
し
た
手
偏
の
コ
シ
ラ
フ
は
、
温
故
知
新
書
以
下
、
中
世
の
古
辞
書
に
お
い
て
姿
を
消
す
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
文
明
本
節
用
集
以
下
に
お
い
て
は
、
活
用
さ
え
大
む
ね
コ
シ
ラ
エ
ル
（
コ
シ
ラ
ユ
ル
）
と
下
一
段
の
形
に
か
わ
り
、
里
林
本
に
お
い
て
コ
シ
ラ
フ
を
保
存
す
る
他
、
コ
シ
ラ
エ
ル
（
コ
シ
ラ
ユ
ル
）
に
傾
い
て
統
一
的
で
あ
る
。
文
字
も
又
統
一
的
に
「
捲
」
　
「
椿
」
が
用
い
ら
れ
る
。
　
「
誘
」
は
ハ
行
下
二
段
活
用
コ
シ
ラ
フ
の
時
代
の
も
の
で
あ
り
、
活
用
の
種
類
を
変
え
た
コ
シ
ラ
エ
ル
（
コ
シ
ラ
ユ
ル
）
は
意
味
も
又
は
っ
き
り
と
変
容
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
今
昔
物
語
集
以
降
の
用
例
を
検
討
し
よ
う
。
六
　
平
家
物
語
に
お
け
る
十
指
例
の
コ
シ
ラ
フ
は
、
人
に
対
し
て
言
葉
で
慰
め
（一
瘁
j
、
説
得
し
言
い
つ
く
ろ
う
（
八
例
）
の
よ
う
な
意
義
・
用
法
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
本
来
的
な
語
義
で
の
使
用
が
目
立
つ
。
し
か
し
そ
の
中
で
次
の
二
例
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
二
四
。
う
つ
く
し
げ
な
る
髪
を
か
た
の
ま
は
り
に
は
さ
み
お
ろ
し
か
き
の
衣
、
袴
　
に
笏
な
（
ン
）
ど
こ
し
ら
へ
、
聖
に
い
と
ま
こ
う
て
修
行
に
い
て
ら
れ
け
　
り
。
　
（
下
、
姐
ぺ
一
）
・
鎌
倉
殿
の
御
た
め
と
こ
そ
こ
し
ら
へ
も
（
ツ
）
て
二
つ
れ
共
是
程
に
運
命
　
つ
き
は
て
候
ぬ
る
う
え
は
と
か
う
申
に
を
よ
び
候
は
ず
。
　
（
下
、
姻
ぺ
1
3
）
　
こ
の
二
例
に
つ
い
て
は
、
文
面
上
は
勿
論
、
内
容
的
に
も
「
言
葉
」
の
か
か
わ
る
部
分
は
な
い
。
心
の
企
み
、
心
も
う
け
が
中
心
で
は
あ
る
が
、
具
体
　
　
　
　
　
　
　
　
的
に
は
言
葉
で
は
な
く
、
　
「
か
き
の
衣
・
袴
・
笏
」
と
か
、
引
用
本
文
の
文
面
に
は
現
わ
れ
て
い
な
い
が
「
刀
・
矢
尻
」
な
ど
と
い
う
品
物
を
準
備
す
る
と
い
う
行
動
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
そ
し
て
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
「
手
」
の
動
作
で
あ
る
。
単
な
る
心
用
意
・
工
夫
で
は
な
く
、
目
的
の
た
あ
に
す
で
に
「
手
」
に
よ
っ
て
行
動
を
お
こ
し
て
い
る
。
あ
る
意
図
を
も
っ
て
他
を
動
か
そ
う
と
し
て
い
る
点
、
伝
統
的
な
コ
シ
ラ
フ
の
用
法
と
共
通
し
て
い
る
が
、
彼
は
言
葉
を
つ
く
す
の
で
あ
り
、
此
は
自
ら
の
手
で
具
体
的
な
用
意
を
整
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
宇
治
拾
遺
物
語
に
み
ら
れ
る
唯
一
の
コ
シ
ラ
フ
も
こ
れ
と
同
様
の
例
で
あ
る
Q。
い
と
か
く
観
音
の
導
び
か
せ
給
な
め
り
と
思
て
い
と
ど
手
を
す
り
て
念
じ
　
奉
る
程
に
則
、
物
ど
も
持
た
せ
て
き
た
り
け
れ
ば
食
物
ど
も
な
ど
お
ほ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
、
馬
の
草
ま
で
こ
し
ら
へ
持
ち
て
き
た
り
。
　
（
一
〇
八
話
、
2
6
ぺ
1
4
）
　
観
音
信
仰
の
功
徳
潭
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
コ
シ
ラ
フ
は
、
馬
の
草
と
い
う
旦
ハ
体
的
な
も
の
を
用
意
す
る
と
い
う
、
前
掲
・
平
家
物
語
の
二
例
に
み
た
と
同
じ
に
新
し
い
用
法
で
あ
る
。
一
体
に
説
話
集
に
お
い
て
は
そ
の
内
容
上
、
　
「
言
葉
を
も
っ
て
教
化
す
る
」
と
い
う
本
来
的
な
意
味
を
保
ち
や
す
い
。
今
昔
物
語
集
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
成
立
と
目
さ
れ
る
古
本
説
話
集
の
コ
シ
ラ
フ
が
、
　
「
わ
れ
は
う
へ
ん
に
て
か
く
は
こ
し
ら
へ
た
る
也
」
　
（
下
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
六
〇
話
、
1
0
ウ
4
、
古
本
説
話
集
総
索
引
、
2
0
ぺ
4
）
の
如
く
、
方
便
を
も
っ
て
教
導
す
る
意
で
あ
る
の
は
当
然
と
し
て
も
、
時
代
の
下
る
古
今
著
聞
集
に
お
い
て
さ
え
、
全
三
例
と
も
に
同
様
の
意
義
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
宇
治
拾
遺
物
語
に
新
し
い
用
法
の
例
が
み
え
る
の
は
、
宇
治
拾
遺
物
語
の
当
代
性
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
興
味
深
い
。
こ
の
「
用
意
す
る
」
　
「
準
備
す
る
」
と
い
う
語
義
で
の
用
例
は
、
十
五
世
紀
成
立
の
義
経
記
な
ど
に
も
、
次
の
よ
う
に
見
出
す
。
。
十
郎
権
頭
「
今
は
中
々
こ
＼
う
に
懸
＼
る
（
事
）
な
し
」
と
独
言
し
、
か
ね
て
こ
し
ら
へ
た
る
事
な
れ
ば
、
走
り
ま
は
り
て
火
を
か
け
た
り
。
　
（
義
経
　
　
　
　
　
　
　
　
記
、
巻
第
八
、
8
ぺ
一
）
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
又
、
蜻
蛉
日
記
や
源
氏
物
語
な
ど
の
和
文
の
系
統
の
作
品
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
十
六
夜
日
記
に
次
の
用
例
が
あ
る
。
。
し
た
し
げ
な
る
人
々
の
袖
の
し
っ
く
も
な
く
さ
め
か
ね
た
る
中
に
も
侍
従
　
大
夫
な
ど
の
あ
な
が
ち
に
う
ち
つ
く
し
た
る
い
と
心
く
る
し
け
れ
ば
さ
ま
　
さ
ま
い
ひ
こ
し
ら
へ
ね
や
の
う
ち
見
れ
ば
（
日
本
古
典
文
学
全
書
蜘
ぺ
4
）
　
こ
こ
で
は
コ
シ
ラ
フ
は
言
フ
と
複
合
し
た
形
で
現
わ
れ
、
い
ろ
い
ろ
と
言
葉
で
慰
め
る
、
な
だ
め
す
か
す
と
い
う
、
き
わ
め
て
原
義
に
近
い
用
い
ら
れ
方
が
し
て
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
徒
然
草
の
次
の
用
例
に
注
目
し
よ
う
。
・
さ
て
宇
治
の
里
人
を
召
し
て
こ
し
ら
へ
さ
せ
け
れ
ば
や
す
ら
か
に
ゆ
ひ
て
　
参
ら
せ
た
り
け
る
が
、
思
ふ
や
う
に
廻
り
て
（
五
一
話
、
4
3
ぺ
一
）
　
徒
然
草
に
み
る
コ
シ
ラ
フ
は
こ
の
一
例
の
み
で
あ
る
が
、
水
車
の
製
作
を
コ
シ
ラ
フ
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
あ
れ
こ
れ
と
工
夫
を
こ
ら
し
て
作
り
上
げ
る
と
い
う
意
義
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
現
代
語
コ
シ
ラ
エ
ル
と
全
く
同
義
で
あ
る
。
現
代
語
の
コ
シ
ラ
エ
ル
に
は
、
心
づ
も
り
、
材
料
や
用
具
の
準
備
、
手
順
や
方
法
の
工
夫
な
ど
の
過
程
を
含
め
て
「
作
り
上
げ
る
」
と
今
昔
物
語
集
の
〕
誘
」
　
（
山
口
）
い
う
完
成
を
も
含
め
た
行
動
を
指
し
て
い
る
。
徒
然
草
に
お
い
て
コ
シ
ラ
フ
の
意
義
は
遂
に
そ
こ
ま
で
展
開
し
た
。
十
四
世
紀
初
頭
で
あ
る
。
そ
し
て
十
五
世
紀
成
立
の
古
辞
書
類
は
一
せ
い
に
「
持
」
　
「
椿
」
字
を
コ
シ
ラ
エ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
コ
シ
ラ
ユ
ル
）
と
訓
じ
は
じ
め
る
。
　
成
立
事
情
・
伝
承
関
係
・
言
語
位
相
な
ど
に
振
幅
の
大
き
い
仮
名
草
子
に
お
い
て
は
、
古
典
的
な
コ
シ
ラ
フ
の
語
義
・
用
法
と
、
近
代
的
な
コ
シ
ラ
エ
ル
の
語
義
・
用
法
と
が
、
語
形
と
し
て
は
下
二
段
コ
シ
ラ
フ
を
保
存
し
つ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
併
存
す
る
姿
を
み
せ
て
い
る
。
但
し
、
古
典
的
な
意
義
・
用
法
「
言
葉
を
も
っ
て
」
い
う
手
段
は
保
存
し
て
い
て
も
、
単
に
人
の
心
を
慰
め
る
と
い
う
、
い
わ
ば
工
夫
・
工
作
の
要
素
の
少
な
い
用
法
は
も
は
や
現
わ
れ
ず
、
言
い
つ
く
ろ
い
、
策
謀
し
、
虚
言
を
さ
え
辞
さ
ぬ
と
い
う
内
容
の
用
法
に
傾
く
よ
う
で
あ
る
。
・
鳥
の
云
、
軍
に
負
け
て
今
は
か
う
よ
と
見
え
け
る
時
、
か
う
も
り
畜
類
に
　
こ
し
ら
へ
返
る
。
（
伊
曽
保
物
語
中
、
升
三
、
郵
ぺ
1
6
）
　
こ
れ
は
、
こ
う
も
り
が
、
口
実
を
も
う
け
い
い
つ
く
ろ
っ
て
寝
返
り
を
う
つ
意
で
あ
る
か
ら
「
言
葉
に
よ
っ
て
」
と
い
う
原
義
が
生
き
て
い
る
も
の
と
一
応
考
え
て
よ
い
。
し
か
し
次
の
用
例
を
み
よ
う
。
。
後
家
聞
ひ
て
「
げ
に
も
今
夜
は
月
見
の
管
弦
に
て
お
は
し
ま
す
。
人
に
紛
　
れ
て
自
ら
と
、
い
ざ
や
御
出
で
候
へ
」
と
て
、
や
が
て
こ
し
ら
へ
て
、
か
　
の
恨
の
助
を
女
房
に
出
で
立
た
せ
、
薄
衣
を
引
き
被
か
せ
　
　
（
恨
の
介
、
　
下
、
7
6
ぺ
5
）
・
詩
作
り
歌
詠
み
ど
も
日
頃
よ
り
含
糊
を
捲
へ
て
、
只
今
作
り
し
様
に
も
て
　
な
し
、
う
め
き
す
め
き
て
詠
み
出
す
。
　
（
浮
世
物
語
七
、
鵬
ぺ
1
4
）
　
こ
れ
ら
の
コ
シ
ラ
フ
は
、
　
「
恨
の
介
を
女
装
さ
せ
る
」
「
妙
句
を
つ
く
る
」
と
い
う
旦
四
体
的
実
際
的
な
主
体
の
行
動
を
あ
ら
わ
す
。
恨
の
介
に
紛
装
を
さ
せ
る
の
は
も
と
も
と
存
在
し
て
い
る
恨
の
介
の
形
・
状
態
を
一
時
半
に
変
え
二
五
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
二
九
号
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
含
句
を
つ
く
る
の
は
無
か
ら
工
夫
・
才
覚
に
よ
っ
て
構
え
作
り
出
す
こ
と
で
あ
り
、
現
代
語
の
コ
シ
ラ
エ
ル
に
同
じ
い
。
こ
の
意
義
・
用
法
の
コ
シ
ラ
フ
は
、
例
え
ば
、
・
二
尺
四
方
の
箱
一
つ
こ
し
ら
へ
、
上
を
ば
う
つ
く
し
く
作
り
飾
り
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
に
は
石
多
く
入
て
…
…
」
　
（
再
転
保
物
語
上
、
3
8
ぺ
1
4
）
の
よ
う
に
、
同
じ
伊
曽
保
物
語
の
中
で
「
誘
」
に
該
当
す
る
コ
シ
ラ
フ
と
併
存
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
、
文
明
本
以
下
の
他
の
節
用
集
が
コ
シ
ラ
エ
ル
（
コ
シ
ラ
ユ
ル
）
を
採
る
中
で
、
易
林
本
節
用
集
が
ひ
と
り
、
コ
シ
ラ
フ
を
保
存
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
如
く
、
一
つ
の
過
渡
的
な
時
期
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
　
こ
う
し
て
コ
シ
ラ
フ
の
用
例
は
、
次
第
に
「
構
え
作
る
」
　
「
仕
上
げ
る
」
「
完
成
す
る
」
と
い
う
手
仕
事
の
要
素
を
強
め
つ
つ
、
西
鶴
の
作
品
な
ど
に
な
る
と
殆
ん
ど
す
べ
て
が
現
代
語
的
な
意
義
に
な
り
終
っ
て
し
ま
う
。
。
近
年
工
夫
し
て
鳥
網
を
捲
、
見
付
次
第
に
取
損
ず
る
事
な
く
奨
学
々
に
是
　
を
仕
出
し
ぬ
。
　
（
日
本
永
代
蔵
7
5
ぺ
1
1
）
。
臨
時
に
衣
装
を
剰
、
用
捨
な
く
着
ふ
る
し
、
　
（
日
本
永
代
蔵
鋭
ぺ
1
2
）
　
こ
れ
ら
の
用
例
は
現
代
語
で
「
作
る
」
と
ほ
ぼ
同
義
の
、
や
や
丁
寧
な
い
い
方
と
い
う
語
感
で
把
え
ら
れ
て
い
る
コ
シ
ラ
エ
ル
と
全
く
同
様
の
用
法
で
あ
る
。
着
物
を
コ
シ
ラ
エ
ル
。
料
理
を
コ
シ
ラ
エ
ル
。
庭
を
コ
シ
ラ
エ
ル
。
子
ど
も
ま
で
も
コ
シ
ラ
エ
ル
。
　
現
在
コ
シ
ラ
エ
ル
に
あ
て
る
こ
と
も
あ
る
「
椿
」
の
文
字
は
古
辞
書
に
お
い
て
は
コ
シ
ラ
エ
ル
の
和
訓
を
伴
な
う
も
の
と
し
て
は
温
故
知
新
書
に
初
め
て
現
わ
れ
る
が
、
こ
の
文
字
を
大
漢
和
辞
典
（
諸
橋
轍
次
）
に
検
し
て
み
よ
・
つ
。　
e
　
よ
る
（
集
韻
）
椿
、
据
也
。
　
口
　
さ
す
、
さ
し
は
さ
む
（
集
韻
）
持
、
食
溜
二
六
囲
e
こ
し
ら
え
る
、
こ
し
ら
え
　
口
　
か
こ
ひ
（
肥
後
の
地
名
）
　
の
の
こ
し
ら
え
る
の
項
に
お
い
て
は
和
漢
三
才
図
會
・
芸
才
・
倭
字
の
項
を
ひ
き
、
　
「
椿
、
倭
訓
持
與
レ
下
墨
、
，
義
有
二
少
異
一
、
持
、
新
作
成
之
義
、
調
、
和
合
整
飾
公
義
、
故
用
二
二
字
一
別
レ
之
乎
、
蓋
椿
、
愚
存
、
据
也
、
義
不
二
相
當
一
。
」
と
記
し
て
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
世
以
降
の
コ
シ
ラ
フ
は
、
ま
こ
と
に
「
手
を
も
っ
て
新
た
に
存
在
せ
し
め
る
」
の
意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
「
持
」
は
適
切
至
極
な
造
字
と
も
い
え
る
が
、
た
ま
た
ま
「
据
也
、
挿
也
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
た
文
字
と
一
致
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
コ
シ
ラ
フ
の
語
義
・
用
法
が
、
今
昔
物
語
集
以
降
大
巾
に
変
遷
し
、
も
は
や
伝
統
的
な
「
誘
」
字
以
下
の
言
偏
の
文
字
と
は
相
容
れ
な
く
な
っ
た
時
、
即
ち
コ
シ
ラ
フ
が
言
葉
を
媒
介
と
す
る
行
為
で
は
な
く
な
っ
た
時
、
そ
の
傾
向
を
う
け
て
「
扶
」
字
を
持
ち
出
し
、
更
に
は
語
義
・
用
法
ど
お
り
の
文
字
を
コ
シ
ラ
エ
た
の
で
あ
る
。
七
　
以
上
で
コ
シ
ラ
フ
の
語
義
変
遷
の
過
程
は
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
と
思
う
。
本
来
コ
シ
ラ
フ
は
、
　
「
他
の
人
間
に
言
葉
で
働
ら
き
か
け
、
そ
の
言
辞
の
効
果
を
他
の
人
間
の
感
情
・
意
志
・
行
動
の
変
容
に
み
る
」
と
い
う
ま
こ
と
に
人
間
ら
し
い
営
み
を
表
わ
す
語
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
そ
の
働
ら
き
か
け
の
行
為
そ
の
も
の
に
表
現
の
力
点
が
あ
り
結
果
を
問
わ
な
い
も
の
で
さ
え
あ
っ
た
が
、
次
第
に
「
手
段
を
め
ぐ
ら
す
・
手
だ
て
を
工
夫
す
る
」
と
い
う
媒
体
へ
の
工
夫
・
才
覚
に
力
点
が
移
り
、
　
「
準
備
す
る
・
用
意
す
る
・
計
画
す
る
」
と
い
う
段
階
を
経
て
、
遂
に
は
仕
事
が
完
成
す
る
こ
と
、
そ
の
完
成
自
体
に
表
現
の
重
点
が
お
か
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
　
今
昔
物
語
集
の
「
誘
」
を
手
が
か
り
に
、
コ
シ
ラ
フ
の
語
義
変
遷
を
辿
っ
て
み
た
結
果
、
そ
の
変
遷
は
他
動
詞
の
ま
ま
で
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
分
っ
た
。
但
し
、
同
じ
く
他
動
詞
と
は
い
っ
て
も
、
表
現
の
力
点
に
は
明
ら
か
な
推
移
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
言
に
し
て
い
え
ば
、
自
己
か
ら
他
へ
の
流
れ
と
し
て
と
ら
え
得
よ
う
。
つ
ま
り
、
コ
シ
ラ
フ
は
、
　
「
言
語
を
発
し
て
他
に
働
ら
き
か
け
、
慰
め
励
ま
す
」
と
い
う
自
己
の
言
語
行
為
そ
の
も
の
が
表
現
の
中
心
で
あ
っ
た
段
階
、
他
を
教
え
導
び
く
と
い
う
教
化
の
行
為
そ
の
も
の
の
表
現
で
あ
っ
た
段
階
か
ら
、
他
へ
及
ぼ
す
影
響
そ
の
も
の
、
す
な
わ
ち
働
ら
き
か
け
ら
れ
た
対
象
の
変
容
を
問
題
に
し
、
物
体
が
作
り
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
、
き
わ
め
て
具
体
的
・
現
実
的
な
表
現
内
容
を
主
と
す
る
段
階
へ
と
移
項
・
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
推
移
の
方
向
は
、
明
ら
か
に
自
己
か
ら
他
へ
と
い
う
道
筋
で
あ
る
。
　
自
己
か
ら
他
へ
、
内
向
き
か
ら
外
向
き
へ
と
い
う
こ
の
変
遷
の
方
向
が
語
義
変
遷
の
一
つ
の
大
き
な
型
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
方
向
は
、
前
（
注
1
）
稿
で
「
練
」
に
見
た
自
動
詞
か
ら
他
動
詞
へ
の
流
れ
と
軌
を
一
に
す
る
動
き
で
あ
る
。
コ
シ
ラ
フ
に
お
い
て
は
下
二
段
か
ら
下
一
段
へ
と
い
う
活
用
の
種
類
の
変
化
も
起
り
、
よ
り
明
瞭
・
客
観
的
・
具
象
的
な
表
現
内
容
へ
の
傾
き
と
い
う
語
義
変
遷
と
並
行
し
た
。
こ
れ
は
「
誘
」
の
場
合
に
た
ま
た
ま
一
致
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
く
、
中
世
を
通
し
て
著
し
い
動
詞
の
一
段
化
傾
向
は
、
自
己
か
ら
他
へ
、
内
か
ら
外
へ
と
い
う
こ
の
語
義
変
遷
の
方
向
と
無
縁
で
は
な
い
と
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
る
。
注
1
、
　
「
今
昔
物
語
集
の
『
練
』
i
自
動
詞
と
他
動
詞
の
間
一
」
山
口
康
子
（
長
崎
大
　
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
、
第
二
十
八
号
、
昭
和
五
十
四
年
三
月
）
2
、
　
「
平
安
初
期
に
於
け
る
格
助
詞
『
を
』
」
松
尾
拾
（
国
語
と
国
文
学
、
昭
和
十
　
三
年
十
月
）
、
　
「
今
昔
物
語
集
の
文
体
の
研
究
」
松
尾
町
（
明
治
書
院
・
昭
和
四
　
十
二
年
十
一
月
）
3
、
日
本
古
曲
ハ
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
今
昔
物
語
集
、
巻
十
一
第
六
語
の
頭
注
、
　
3
6
4
、
調
査
は
、
す
べ
て
日
本
古
典
文
学
大
系
本
（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。
次
の
文
献
　
に
は
、
用
例
を
見
出
さ
な
か
っ
た
。
竹
取
・
伊
勢
・
大
和
・
篁
・
平
中
・
堤
中
納
　
言
・
浜
松
中
納
言
・
狭
衣
。
枕
草
子
・
和
泉
式
部
日
記
・
紫
式
部
日
記
・
更
級
日
　
記
5
　
、
時
代
別
国
語
辞
典
、
上
代
編
（
三
省
堂
、
昭
和
四
十
二
年
）
　
「
コ
シ
ラ
フ
」
　
の
項
に
よ
る
。
6
、
大
漢
和
辞
典
、
諸
橋
轍
次
（
大
修
館
書
店
、
昭
和
三
十
二
年
）
の
記
述
に
よ
　
る
。
7
、
　
「
持
」
　
「
椿
」
字
は
、
古
く
は
、
カ
コ
フ
と
訓
じ
ら
れ
て
い
る
。
新
撰
字
配
に
　
は
見
出
さ
な
い
が
、
類
聚
名
義
抄
に
お
い
て
「
椿
在
影
画
、
カ
キ
、
マ
セ
、
カ
コ
　
列
」
　
（
佛
下
本
伽
、
7
）
、
　
「
持
カ
コ
フ
」
　
（
臣
下
本
8
2
、
3
）
、
色
葉
字
類
抄
　
に
お
い
て
「
椿
カ
コ
フ
」
　
（
前
田
本
上
目
ウ
3
、
黒
川
本
、
上
8
3
、
ウ
5
）
と
あ
　
る
。
又
、
今
昔
物
語
集
に
唯
一
例
を
見
出
す
「
椿
」
字
の
例
は
次
の
と
お
り
、
右
　
の
名
義
抄
、
字
類
抄
の
記
載
と
一
致
し
て
い
る
。
四
段
動
詞
で
あ
る
し
、
大
系
本
　
の
訓
み
の
と
お
り
「
カ
コ
ヒ
メ
グ
ラ
シ
タ
リ
」
と
訓
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
　
・
見
バ
垣
ナ
ド
矧
週
タ
リ
。
　
（
三
一
一
1
4
、
鵬
ぺ
5
）
（
昭
和
五
十
四
年
十
月
三
十
一
旦
堂
理
）
今
昔
物
語
集
の
「
誘
」
　
（
山
口
）
二
七
